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レジャー鵠 iボ

を

迎

水
仙
と
桜

翁
南
じ

鴨
川
の
金
束
を
過
ぎ
、
富
津
市
の

行
政
区
域
を
進
む
こ
と
２
計
弱
。
横

根
峠

を
越
え
る
と
、
街
道
の
終
点

・

保
田
の
あ
る
鋸
南
町

へ
と
入
る
。
さ

ら

に
―
計
以
上
、
保
田
川
沿
い
に
差

し
掛
か
る
と
、
ス
イ
セ

ン
に
菜

の
花
、

河
津
桜
が
競
い
合
う
よ
う
に
咲
く
光

景
が
見
ら
れ
る
。

源
頼
朝
が
安
房
に
逃
れ
た
伝
説
か

ら
地
元
で

「
頼
朝
桜

」
と
呼
ば

れ
る

河
津
桜
は
今
年
、
開
花
が
１
か
月
も

遅
れ
た
。
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
、
例

年
な
ら
２
月
初
め

に
見
頃
を
終

え
る

は
ず
の

ス
イ
セ

ン
が
、
ま
だ
ぽ

つ
り

ぽ

つ
り
と
咲
い
て
い
る
。

鋸
南
町
は
、
越
前
、
淡
路
島
と
並

ん

で
、

ス
イ
セ

ン
の
日
本
三
大
群
生

地
と
さ
れ
る
。
町
史
に
よ
る
と
、
同

町

の
ス
イ
セ

ン
は
江
戸
時
代
に
江
戸

屋
敷
や
町
家
な
ど
に
贈
ら
れ
、

「
元

名

の
は
な
」
と
呼
ば
れ

て
珍
重

さ
れ

た
。
老
中
松
平
走
信
が
寛
政
４
年

（
１ 長狭街

春告げる水辺の競演
rittP.nダム湖畔でも、頼朝桜 輌 津桜 )がようや く見頃を迎えた (27口 )

７
９
２
年

）
に
房
総
沿
岸
を
巡
視
し

た
際
の
紀
行
文
に
も

「
保
田
と

い
ふ

あ
た
り
よ
り
水
仙

い
と
お
ほ
く
咲
き

た
り

」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

町
は
、
保
田
中
心
部
か

ら
１
計
南

東
部
の

「
江
月
水
仙

ロ
ー
ド

」
を

メ

ー

ン
会
場
に
、
１２
月
～
１
月
の
開
花

期

に
合
わ
せ

て
水
仙
祭
り
を
開
き
、

観
光
誘
致
を
進
め
て
い
る

。
古
く
か

ら
有
名
な

ス
イ
セ

ン
と
と
も
に
観
光

の

目

玉

に

し

よ

う
と

し

て
い

る

の

が
、
街
道
か
ら
１

・
５
計
南
側

に
あ

る
佐
久
間
ダ
ム
湖
と
、　
一
気

に
増
や

し
た
河
津
桜
だ
。

ダ

ム
湖
は
１
９
７
６
年
に
県
が
着

浮
世
絵
の
祖
の
生
誕
地

浮
世
絵
の
祖
と
い
わ
れ
る
江
戸
前

工
、
８６
年
に
完
成
し
た
。
湖
畔
に
は
、

１
５
０
０
本
の
河
津
桜
が
植
栽
さ
れ

て
い
る
。
ダ

ム
完
成
後
の
９０
年
代

に

ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
が
約
３
０
０
本
植
栽

さ
れ
た
が
、

ス
イ

セ
ン
の
開
花
期
か

ら
２
か
月
近

い
空
自
期
間
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
自
羽
の
矢
が
立

っ
た
の

が
、
早
咲
き

で
知
ら
れ
る
河
津
桜
だ

っ
た
。

町
は
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得

て
、

ダ

ム
湖

周

辺

や

保

田

川

沿

い

な

ど

に
、
最
近
１０
年
間

で
本
家

・
静
岡
県

河
津
町
に
匹
敵
す
る
約
―
万
４
０
０

０
本
の
植
栽
を
終
え
た
。

こ
れ
を
２

万
本

に
増
や
す

の
が
日
標
だ
。
自
石

治
和
町
長

（
６５
）
は

「
河
津
町
か

ら
い

ろ
い
ろ
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

。
日

本

一
の
桜
の
里
に
し
た
い
」
と
夢
を

広
げ
る
。

茎
や
枝

に
奇

形
が

で
き
る

「
て
ん

ぐ
巣
病

」
が
目
立
ち
始
め
る
中
、
住

民
有
志
も
、
季
節

ご
と

に
防
除
の
た

め

の
枝
切
り
や
草
刈
り
の
ポ
ラ

ン
テ

ィ
ア
を
行

っ
て
い
る
。

南
房
総
市
で
縫
製
工
場
を
営
む
佐

久

間

ダ

ム
湖

観

光

組

合

の
庶

務

担

当

、
安
崎

実
さ
ん

（
７４

）
は

ヽ
工
場
従

業
員
か
ら
「
本
業
を
忘
れ
な
い

で
」と

あ

さ
れ

ら
れ

る
ほ

ど
、
桜

の
世
話
と

Ｐ
Ｒ
に
明
け
暮
れ

て
い
る
。
「
ダ
ム
湖

周

辺

の
植

栽
は

、
地
域
振

興

に

つ
な

が

る
。
頼
朝

桜
を

じ

っ
く

り

観
賞

し

て
ほ
し

い

」
と
熱

っ
ぼ
く

語

っ
て
い

る
。（館

山
通
信
部

・奥

田
誠

司
が

担
当

し
ま

し
た

。
長
狭

街
道

は
今

回

で
終

了
。
４
月
か
ら
は
水
戸
街
道

で
す
）

（
期
聰

勒

磋

祓

業
の
家

に
生
ま
れ
た

。
幼
い
頃
か
ら

絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、
江
戸

に
出

て
狩
野
派
や
土
佐
派
を
学
び
、
吉
原

の
遊
女
や
歌
舞
伎
役
者
の
風
俗
を
描

い
た
。
版
一画
が
多
い
が

「
見
返
り
美

人
図
」
な
ど
、
肉
筆
画
も
数
多
く
残

し
た

。
１
９
８
５
年
、
生
誕
地
か
ら

１
計
余
り
南

の
町
中
央
公
民
館

の
隣

に
菱
川
師
宣
記
念
館
が
開
館
。
そ

の

業
績
や
浮
世
絵

の
歴
史
を
紹
介
し

て

い
る
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時
～
午

後
５
時

（
月
曜
休
館

）
。
０
４
７
０

．
５５

・
４
０
６
１
。
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